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今
井
宏
平

　

二
〇
二
三
年
は
ト
ル
コ
に
と
っ
て
特
別
な
年
で
あ
る
。な
ぜ
な
ら
、

建
国
一
〇
〇
周
年
の
年
で
あ
る
と
と
も
に
、
一
七
年
に
国
民
投
票
で

決
定
さ
れ
、
一
八
年
六
月
の
大
統
領
選
挙
・
議
会
選
挙
以
降
運
用
が

開
始
さ
れ
た
大
統
領
制
の
評
価
を
問
う
大
統
領
選
挙
・
議
会
選
挙
が

実
施
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
ト
ル
コ
の
外
交
も
二
一

年
以
降
、
大
変
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

　

大
統
領
制
下
に
お
い
て
、
外
交
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
は

大
統
領
の
レ
ジ
ェ
ッ
プ
・
タ
イ
イ
ッ
プ
・
エ
ル
ド
ア
ン
で
あ
り
、
彼

の
信
頼
が
厚
い
外
務
大
臣
の
メ
ヴ
ル
ッ
ト
・
チ
ャ
ヴ
シ
ュ
オ
ー
ル
で

あ
る
。
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
、
チ
ャ
ヴ
シ
ュ
オ
ー
ル
外
相
、
そ
し
て

大
統
領
補
佐
官
で
あ
る
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
カ
ル
ン
の
組
み
合
わ
せ
は

一
六
年
五
月
以
降
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
二
一
年
か
ら
明
ら
か
な
変

化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
間
を
仲
介

　

近
年
の
活
発
な
外
交
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
の
が
ロ
シ
ア
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
間
の
仲
介
外
交
で
あ
る
。
ト
ル
コ
は
地
政
学
的
に
黒
海
の

大
国
の
一
つ
で
あ
り
、
黒
海
を
挟
ん
で
ロ
シ
ア
お
よ
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ

と
隣
接
し
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
人
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
観
光
大

国
ト
ル
コ
に
と
っ
て
重
要
な
観
光
客
で
あ
る
。
ト
ル
コ
は
ロ
シ
ア
と

ト
ル
コ
国
内
の
ア
ク
ッ
ユ
原
発
の
開
発
を
進
め
、
ト
ル
コ
に
と
っ
て

ロ
シ
ア
は
天
然
ガ
ス
の
主
要
輸
入
先
で
も
あ
る
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
は
バ
イ
カ
ル
社
製
の
ド
ロ
ー
ン
兵
器
、
バ
イ
ラ
ク
タ
ル
Ｔ
Ｂ
２

を
輸
出
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
直
前
に
、
ト
ル
コ

い
ま
い　

こ
う
へ
い　

二
〇
〇
四
年
中
央
大
学

卒
、
中
東
工
科
大
学
国
際
関
係
学
部
博
士
課

程
修
了
（Ph.D

.

）、
中
央
大
学
大
学
院
法
学
研

究
科
政
治
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博

士
（
政
治
学
）。
一
六
年
よ
り
現
職
。
現
在
は
海

外
派
遣
員
（
ア
ン
カ
ラ
）。
著
書
に
『
ト
ル
コ
現

代
史
』『
戦
略
的
ヘ
ッ
ジ
ン
グ
と
安
全
保
障
の
追

求 

二
〇
一
〇
年
代
以
降
の
ト
ル
コ
外
交
』（
近
刊
）

な
ど
。

孤
立
か
ら
協
調
へ——

ト
ル
コ・エ
ル
ド
ア
ン
外
交
の
現
在
地

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
仲
介
者
と
し
て
振
る
舞
う
ト
ル
コ
。

最
近
の
エ
ル
ド
ア
ン
外
交
は
、
二
〇
一
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
、

ダ
ヴ
ト
オ
ー
ル
に
よ
る
地
域
秩
序
・
国
際
秩
序
に
貢
献
す
る

全
方
位
外
交
路
線
を
彷
彿
さ
せ
る
。
公
正
発
展
党
政
権
下
の

ト
ル
コ
外
交
を
俯
瞰
し
、
そ
の
特
徴
を
あ
ぶ
り
出
す
。
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と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
自
由
貿
易
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
背
景

も
あ
り
、
ト
ル
コ
は
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
加
盟
国
と

し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
反
対
し
つ
つ
も
ロ
シ
ア
を
国
際
社
会
か
ら

追
放
す
る
こ
と
に
は
反
対
し
、
両
国
の
仲
介
を
試
み
た
。
具
体
的
な

成
果
と
し
て
、
二
〇
二
二
年
三
月
一
〇
日
に
ア
ン
タ
ル
ヤ
で
実
現
し

た
侵
攻
後
初
の
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
外
相
会
談
の
実
施
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
港
を
封
鎖
し
た
ロ
シ
ア
に
対
し
、
同
年
七
月
に
国
連
と
ト

ル
コ
が
説
得
す
る
形
で
実
現
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
小
麦
輸
出
の
合

意
、
そ
し
て
一
〇
月
末
に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
小
麦
輸
出
の
合
意
か

ら
離
脱
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
こ
と
を
受
け
、
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領

が
プ
ー
チ
ン
大
統
領
を
説
得
し
、
ロ
シ
ア
が
合
意
の
受
け
入
れ
を
継

続
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
小
麦
輸
出
合
意
は
そ
の
後
も
二

度
延
長
さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
三
月
一
八
日
の
延
長
の
際
は
、
ロ
シ

ア
の
意
向
で
六
〇
日
間
の
延
長
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
ト
ル
コ
と
国

連
は
さ
ら
な
る
延
長
の
調
整
に
奔
走
し
て
い
る
。

積
極
的
な
ユ
ー
ラ
シ
ア
外
交
に

　

そ
の
一
方
で
、
ト
ル
コ
は
こ
れ
ま
で
ロ
シ
ア
の
影
響
が
大
き
か
っ

た
南
コ
ー
カ
サ
ス
や
中
央
ア
ジ
ア
に
も
影
響
力
の
拡
大
を
図
っ
て
い

る
。
南
コ
ー
カ
サ
ス
に
関
し
て
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
ア
ル
メ

ニ
ア
の
間
で
二
〇
二
〇
年
九
月
に
勃
発
し
た
第
二
次
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ

ラ
バ
フ
紛
争
に
お
い
て
、
ト
ル
コ
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
ド
ロ
ー

ン
兵
器
な
ど
の
軍
事
兵
器
を
輸
出
し
た
。
兄
弟
国
家
で
あ
り
、
ト
ル

コ
人
の
多
く
が
親
近
感
を
持
つ
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
が
、
同
国

の
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
奪
取
後
も
ア
ル
メ
ニ
ア
を
含
め
、
南
コ
ー

カ
サ
ス
の
平
和
と
安
定
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
る
動

き
を
見
せ
る
な
ど
、
よ
り
一
層
南
コ
ー
カ
サ
ス
に
接
近
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
安
定
化
を
図
る
意
図
が
感
じ
ら
れ
た
。
最
終
的
に
南

コ
ー
カ
サ
ス
の
平
和
と
安
定
に
関
し
て
、
ロ
シ
ア
、
イ
ラ
ン
、
ト
ル

コ
、ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、ア
ル
メ
ニ
ア
、ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
間
で
「
３

＋
３
様
式
」
が
締
結
さ
れ
、
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
二
一
年

一
二
月
、
ロ
シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
と
イ
ラ
ン
が
主

導
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
た
め
、
ロ
シ
ア
と
の
間
で
南
オ
セ

チ
ア
と
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
領
土
を
め
ぐ
る
論
争
が
続
い
て
い
た
ジ
ョ
ー

ジ
ア
は
最
終
的
に
参
加
を
見
合
わ
せ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
３
＋
３
様

式
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
機
能
不
全
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ト
ル
コ
は
ア
ル
メ
ニ
ア
と
の
関
係
正
常
化
を
進
め
た
。

ま
ず
二
二
年
一
月
初
頭
に
、
ア
ル
メ
ニ
ア
が
ト
ル
コ
に
課
し
て
い
た

輸
出
禁
止
措
置
を
解
除
し
た
。
両
国
の
関
係
正
常
化
に
向
け
た
最
初

の
交
渉
は
一
月
一
四
日
に
モ
ス
ク
ワ
で
ト
ル
コ
側
の
特
使
、
セ
ル
ダ

ル
・
ク
ル
チ
と
ア
ル
メ
ニ
ア
側
の
特
使
、
ル
ベ
ン
・
ル
ビ
ン
ヤ
ン
の
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間
で
約
九
〇
分
間
行
わ
れ
た
。
こ
の
交
渉
で
、
具
体
的
な
関
係
改
善

の
前
提
条
件
な
ど
は
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
交
渉
を
継
続
す
る

こ
と
は
確
認
さ
れ
た
。
二
回
目
の
交
渉
は
翌
月
の
二
月
二
四
日
に

ウ
ィ
ー
ン
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
二
月
初
旬
に
発
表
さ
れ
、
加
え
て

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
か
ら
イ
ェ
レ
ヴ
ァ
ン
へ
の
直
行
便
が
再
開
さ
れ

た
。
三
月
一
二
日
に
は
ア
ン
タ
ル
ヤ
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一
環
と
し

て
チ
ュ
ヴ
シ
ュ
オ
ー
ル
外
相
と
ア
ル
メ
ニ
ア
の
ア
ラ
ラ
ッ
ト
・
ミ
ゾ

ヤ
ン
外
務
大
臣
が
会
談
し
た
。
同
年
秋
に
は
、
ト
ル
コ
人
と
ア
ル
メ

ニ
ア
人
以
外
の
国
籍
の
者
が
陸
続
き
で
両
国
を
行
き
来
で
き
る
よ
う

に
な
る
な
ど
、
関
係
改
善
が
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
九
年
に
発
足
し
た
、
ト
ル
コ
を
は
じ
め
中
央
ア
ジ

ア
と
南
コ
ー
カ
サ
ス
の
国
か
ら
成
る
「
テ
ュ
ル
ク
語
を
話
す
諸
国
機

構
」
に
つ
い
て
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
は
、
ト
ル
コ
が
ホ
ス
ト
国
を
務

め
た
二
一
年
一
一
月
の
第
八
回
首
脳
会
議
で
組
織
名
を
「
テ
ュ
ル
ク

諸
国
機
構
」
へ
と
変
更
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
文
化
面
で
の
協

力
が
主
だ
っ
た
同
組
織
を
、
よ
り
経
済
面
と
安
全
保
障
面
に
お
い
て

結
束
を
高
め
る
組
織
と
し
て
い
く
こ
と
を
主
張
し
た
。

中
東
で
も
展
開
す
る
協
調
外
交

　

ト
ル
コ
の
活
発
な
外
交
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
地
域
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

ト
ル
コ
の
外
交
が
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
主
導
と
な
っ
た
後
の
数
年

間
、湾
岸
産
油
国
な
ど
に
よ
る
カ
タ
ー
ル
断
交
や
米
国
の
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
政
策
な
ど
の
影
響
で
、
中
東
に
お
い
て
孤
立
化
が

進
ん
だ
。ト
ル
コ
の
友
好
国
は
カ
タ
ー
ル
の
み
と
い
う
状
況
で
あ
り
、

特
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）、
エ
ジ

プ
ト
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
関
係
が
悪
化
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
二
一
年

初
頭
に
米
国
で
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
政
権
が
発
足
す
る
と
、
中
東
域

内
の
政
治
力
学
が
変
化
し
、
ト
ル
コ
は
こ
れ
ら
の
国
々
と
協
調
外
交

に
転
じ
始
め
た
。
例
え
ば
、
関
係
改
善
後
の
Ｕ
Ａ
Ｅ
は
ト
ル
コ
の
有

力
な
貿
易
相
手
国
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ
た
。
二
〇
年
は
一
九
年
よ

り
も
貿
易
量
が
二
一
％
ア
ッ
プ
し
、
二
一
年
は
前
半
の
六
ヵ
月
だ
け

で
二
〇
年
の
貿
易
量
の
二
倍
を
記
録
し
た
。
ま
た
、
二
一
年
一
一
月

に
は
Ｕ
Ａ
Ｅ
が
ト
ル
コ
に
対
し
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
に
一
〇
〇
億
ド
ル
を
投
資
す
る
協
定
を
、
二
二
年
一
月
に
は
約

五
四
〇
〇
億
ド
ル
の
ス
ワ
ッ
プ
協
定
を
締
結
し
た
。

　

ま
た
、一
一
年
一
〇
月
の
国
交
断
絶
以
来
、シ
リ
ア
の
バ
ッ
シ
ャ
ー

ル
・
ア
サ
ド
政
権
と
の
関
係
は
険
悪
で
あ
っ
た
が
、
二
二
年
末
か
ら

両
国
関
係
の
改
善
に
向
け
た
動
き
が
見
ら
れ
始
め
た
。
一
二
月
二
八

日
に
フ
ル
シ
・
ア
カ
ル
国
防
大
臣
、
ハ
カ
ン
・
フ
ィ
ダ
ン
国
家
情
報

局
長
官
ら
が
モ
ス
ク
ワ
で
ロ
シ
ア
お
よ
び
シ
リ
ア
の
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
と
会
談
、
シ
リ
ア
内
戦
の
解
決
、
シ
リ
ア
難
民
の
帰
還
、
対

テ
ロ
取
り
締
ま
り
と
い
う
三
つ
の
点
が
話
し
合
わ
れ
た
。
こ
の
安
全
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保
障
に
関
す
る
会
合
は
今
年
二
月
に
二
回
目
が
予
定
さ
れ
て
い
た

が
、
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地
震
の
影
響
で
延
期
さ
れ
、
四
月
二
五
日

に
モ
ス
ク
ワ
で
実
施
さ
れ
た
。
二
回
目
の
会
合
に
は
イ
ラ
ン
も
参
加

し
、
四
ヵ
国
間
の
会
合
と
な
っ
た
。

二
〇
二
〇
年
代
ト
ル
コ
の
外
交
ド
ク
ト
リ
ン
と
は

　

こ
こ
ま
で
二
〇
二
一
年
以
降
、
ト
ル
コ
が
周
辺
諸
国
と
協
調
関
係

を
軸
に
、
積
極
的
な
全
方
位
外
交
を
展
開
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
き

た
。
公
正
発
展
党
政
権
下
に
お
け
る
ト
ル
コ
外
交
の
指
針
は
こ
れ
ま

で
、
ア
フ
メ
ッ
ト
・
ダ
ヴ
ト
オ
ー
ル
が
主
導
し
た
外
交
、
そ
し
て

二
〇
一
〇
年
代
後
半
に
エ
ル
ド
ア
ン
が
展
開
し
た
外
交
に
大
別
で
き

る
が
、
改
め
て
公
正
発
展
党
政
権
下
の
外
交
ド
ク
ト
リ
ン
を
確
認
し

た
い
。

①
ダ
ヴ
ト
オ
ー
ル
主
導
の
外
交

　

元
外
相
・
首
相
で
あ
る
ダ
ヴ
ト
オ
ー
ル
が
主
導
し
た
外
交
の
特
徴

は
、
地
域
秩
序
お
よ
び
国
際
秩
序
の
安
定
に
貢
献
す
る
こ
と
で
、
ト

ル
コ
は
国
際
社
会
で
の
影
響
力
を
増
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
一
一
年
初
頭
の
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
以
前
の
外
交
ド
ク
ト

リ
ン
の
基
軸
は
、
地
域
秩
序
の
安
定
で
あ
っ
た
。
〇
四
年
に
シ
リ
ア

の
バ
ッ
シ
ャ
ー
ル
・
ア
サ
ド
政
権
と
の
間
で
関
係
改
善
を
行
っ
た
よ

う
に
、
地
域
秩
序
に
安
定
を
も
た
ら
す
公
算
が
大
き
け
れ
ば
、
権
威

主
義
国
家
で
あ
っ
て
も
友
好
関
係
を
取
り
結
ん
だ
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と

パ
レ
ス
チ
ナ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
レ
バ
ノ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
シ
リ
ア
、

そ
し
て
イ
ラ
ン
の
核
開
発
問
題
な
ど
で
積
極
的
に
仲
介
役
も
買
っ
て

出
た
。
ま
た
、
国
連
に
お
い
て
「
文
明
間
の
同
盟
」
で
主
導
的
な
役

割
を
果
た
し
た
り
、
安
全
保
障
理
事
会
の
非
常
任
理
事
国
（
〇
九
～

一
〇
年
）
を
務
め
た
り
す
る
な
ど
、地
域
秩
序
の
安
定
化
と
同
時
に
、

ダ
ヴ
ト
オ
ー
ル
は
国
際
秩
序
へ
の
貢
献
と
い
う
点
も
考
慮
に
入
れ
て

い
た
。

　

ダ
ヴ
ト
オ
ー
ル
主
導
の
外
交
に
と
っ
て
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
は
分

岐
点
と
な
っ
た
。「
ア
ラ
ブ
の
春
」
が
起
き
る
と
、
ト
ル
コ
の
政
策

決
定
者
た
ち
は
ム
ス
リ
ム
が
多
数
の
状
況
で
民
主
化
を
進
展
さ
せ
て

き
た
ト
ル
コ
こ
そ
が
、
民
主
化
を
希
求
す
る
ア
ラ
ブ
諸
国
の
モ
デ
ル

で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
た
め
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
以
降
は
、
権
威

主
義
国
家
と
の
関
係
を
許
容
し
な
い
形
で
の
地
域
秩
序
の
安
定
化
を

目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
事
件
は
ア
サ
ド
政
権
と
の
関
係
断
絶
が
象
徴
的
で
あ
り
、
ダ

ヴ
ト
オ
ー
ル
は
ト
ル
コ
が
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
に
お
い
て
「
秩

序
を
制
定
す
る
役
割
」
を
果
た
せ
る
と
し
た
（
ダ
ヴ
ト
オ
ー
ル
主
導

の
外
交
の
詳
細
は
、
今
井
・
本
誌
三
一
号
「『
中
心
国
外
交
』
で
深

ま
る
ト
ル
コ
像
の
相
克
」
参
照
）。
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こ
の
よ
う
に
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
以
前
の
公
正
発
展
党
の
外
交
ド

ク
ト
リ
ン
が
「
現
状
維
持
」
を
前
提
と
し
た
地
域
安
定
化
を
模
索
す

る
政
策
だ
っ
た
の
に
対
し
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
以
降
の
外
交
ド
ク
ト

リ
ン
は
「
現
状
打
破
」
を
前
提
と
し
た
地
域
安
定
化
を
模
索
す
る
政

策
に
転
換
し
た
。
し
か
し
、こ
の
ド
ク
ト
リ
ン
は
機
能
し
な
か
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
を
除
い
た
国
々
に
民

主
化
を
も
た
ら
す
こ
と
は
で
き
ず
、
元
の
さ
や
に
戻
っ
た
国
々
か
ら

ト
ル
コ
の
「
現
状
打
破
」
を
模
索
す
る
政
策
が
危
険
視
さ
れ
た
た
め

で
あ
る
。
さ
ら
に
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
よ
り
も
民
主
化
の
進
展
や
仲
介
に

重
き
を
置
い
た
ダ
ヴ
ト
オ
ー
ル
の
手
法
は
、
シ
リ
ア
内
戦
の
悪
化
に

よ
る
「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」（
Ｉ
Ｓ
）
の
台
頭
、
そ
し
て
ト
ル
コ
政
府

と
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｋ
Ｋ
）
の
和
平
交
渉
の
失
敗
に

よ
る
ト
ル
コ
周
辺
お
よ
び
国
内
の
不
安
定
化
に
う
ま
く
対
処
で
き
な

か
っ
た
。

②
二
〇
一
〇
年
代
後
半
の
エ
ル
ド
ア
ン
外
交

　

二
〇
一
六
年
五
月
に
ダ
ヴ
ト
オ
ー
ル
が
首
相
を
辞
任
す
る
と
、
外

交
は
エ
ル
ド
ア
ン
主
導
と
な
る
。
エ
ル
ド
ア
ン
の
外
交
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
同
年
七
月
一
五
日
の
ク
ー
デ

タ
ー
未
遂
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
、
フ
ェ
ト
フ
ッ
ラ
ー
・
ギ
ュ
レ
ン

師
を
指
導
者
と
す
る
ギ
ュ
レ
ン
運
動
に
よ
る
国
家
転
覆
未
遂
事
件
以

降
、
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
お
よ
び
公
正
発
展
党
は
対
テ
ロ
戦
争
と
ト

ル
コ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
前
面
に
押
し
出
し
た
政
治
を
展
開
す
る

こ
と
と
な
る
。
そ
れ
が
、
内
政
フ
ァ
ー
ス
ト
外
交
と
旗
下
結
集
効
果

（
政
策
決
定
者
た
ち
が
選
挙
前
や
支
持
率
が
低
下
し
た
時
に
戦
争
や

対
テ
ロ
戦
争
に
打
っ
て
出
る
こ
と
で
選
挙
に
勝
利
し
た
り
、
支
持
率

を
回
復
し
た
り
す
る
行
動
）
を
軸
と
し
た
外
交
で
あ
っ
た
。

　

未
曽
有
の
危
機
に
際
し
、
ト
ル
コ
国
民
は
強
い
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る

政
治
を
求
め
た
。
対
テ
ロ
戦
争
と
ト
ル
コ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
内

政
と
外
交
の
両
方
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
例
え
ば
、
ト
ル
コ
政
府
は

シ
リ
ア
北
部
の
ク
ル
ド
民
族
主
義
組
織
が
Ｐ
Ｋ
Ｋ
と
つ
な
が
っ
て
い

る
と
確
信
し
て
対
応
し
た
が
、
シ
リ
ア
北
部
へ
の
対
応
は
外
交
問
題

で
あ
り
な
が
ら
、国
内
の
安
全
保
障
を
担
保
す
る
行
動
で
も
あ
っ
た
。

ト
ル
コ
軍
は
シ
リ
ア
へ
の
越
境
攻
撃
を
四
回
実
行
し
て
い
る
が
、
こ

う
し
た
越
境
攻
撃
は
旗
下
結
集
効
果
を
期
待
し
た
行
動
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
米
国
と
の
関
係
が
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
政
権
第
二
期
以
降
悪

化
す
る
が
、
こ
れ
は
ト
ル
コ
政
府
が
脅
威
と
考
え
る
ギ
ュ
レ
ン
運
動

お
よ
び
シ
リ
ア
の
ク
ル
ド
民
族
主
義
勢
力
を
米
国
が
脅
威
と
見
な
さ

ず
、両
国
間
の
脅
威
認
識
が
ず
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
そ
の
た
め
、

ト
ル
コ
は
米
国
一
辺
倒
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
、
中
国
と
い
っ
た
他
の

大
国
に
も
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
す
る
行
動
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。一
方
、

ダ
ヴ
ト
オ
ー
ル
と
エ
ル
ド
ア
ン
の
外
交
の
共
通
点
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
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国
時
代
の
遺
産
を
外
交
に
活
か
そ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
特
に

エ
ル
ド
ア
ン
は
湾
岸
地
域
、
さ
ら
に
は
ス
ー
ダ
ン
や
ソ
マ
リ
ア
へ
も

積
極
的
な
進
出
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
時

代
の
遺
産
を
活
用
し
よ
う
と
し
た
政
策
は
他
国
か
ら
不
評
を
買
い
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
Ｕ
Ａ
Ｅ
と
の
関
係
が
悪
化
し
た
。
こ
う
し
て
、

二
〇
一
〇
年
代
の
ト
ル
コ
政
府
の
外
交
は
次
第
に
孤
立
化
を
招
く
結

果
と
な
っ
た
。

③
二
〇
二
〇
年
代
の
エ
ル
ド
ア
ン
外
交

　

こ
う
し
た
状
況
に
変
化
が
見
ら
れ
始
め
た
の
は
、
米
国
が
ト
ラ
ン

プ
政
権
か
ら
バ
イ
デ
ン
政
権
に
移
行
し
て
か
ら
の
こ
と
で
、
中
東
域

内
大
国
の
行
動
力
学
が
変
化
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
ト
ル
コ
は
イ
ス

ラ
エ
ル
、
エ
ジ
プ
ト
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
と
関
係
改
善
を

模
索
す
る
よ
う
に
な
る
。ま
た
、二
〇
〇
〇
年
代
後
半
の
ダ
ヴ
ト
オ
ー

ル
外
交
の
よ
う
に
、
積
極
的
に
地
域
の
も
め
事
の
仲
介
役
を
買
っ
て

出
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
再
度
ト
ル
コ
は

地
域
秩
序
の
安
定
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
外
交
を
展
開
し
て

い
る
。

　

た
だ
し
、
ダ
ヴ
ト
オ
ー
ル
時
代
と
異
な
り
、
エ
ル
ド
ア
ン
政
権
は

二
〇
年
代
に
入
っ
て
も
対
テ
ロ
戦
争
を
徹
底
し
て
お
り
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
や

シ
リ
ア
の
ク
ル
ド
民
族
主
義
勢
力
に
対
し
て
は
妥
協
す
る
姿
勢
を
見

せ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
二
二
年
五
月
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
申
請
し
た
際
に
も
顕
著
に
表
れ
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ

や
ギ
ュ
レ
ン
運
動
に
関
連
す
る
人
々
が
両
国
に
は
一
定
数
存
在
す

る
こ
と
か
ら
、
エ
ル
ド
ア
ン
政
権
は
両
国
の
加
盟
承
認
を
渋
っ
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
対
し
て
は
今
年
三
月
末
に
承
認
し
た
も
の
の
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
つ
い
て
は
五
月
一
〇
日
現
在
も
加
盟
承
認
し
て
い
な

い
。

　

ま
た
、
ダ
ヴ
ト
オ
ー
ル
外
交
は
欧
米
が
主
導
す
る
国
際
秩
序
へ
の

貢
献
を
前
提
と
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
エ
ル
ド
ア
ン
政
権
は
欧

米
が
主
導
す
る
国
際
秩
序
に
不
満
を
抱
い
て
お
り
、
一
方
で
ト
ル
コ

が
国
際
社
会
で
よ
り
大
き
な
役
割
を
果
た
せ
る
と
い
う
自
負
が
見
ら

れ
る
。
こ
の
点
は
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
が
二
一
年
に
刊
行
し
た
『
よ

り
公
正
な
世
界
は
可
能
で
あ
る—

—

国
連
改
革
に
向
け
た
提
案
』

と
い
う
著
作
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
と
中
国
と

も
あ
る
程
度
良
好
な
関
係
を
構
築
し
て
い
る
よ
う
に
、
権
威
主
義
諸

国
も
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
節
が
あ
る
。

　

ト
ル
コ
は
五
月
一
四
日
に
大
統
領
選
挙
と
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ

た
。
今
後
も
エ
ル
ド
ア
ン
主
導
の
外
交
は
続
く
の
か
、
エ
ル
ド
ア
ン

が
勝
利
し
た
場
合
で
も
現
状
の
ド
ク
ト
リ
ン
は
継
続
さ
れ
る
の
か
、

選
挙
の
結
果
と
そ
の
後
の
対
応
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
●




